
【災害時、ﾈｯﾄ電話が便利？】
災害時、ｹｲﾀｲや一般電話が通話しにくくなる理由の

ひとつに、通話集中で、交換ｼｽﾃﾑが許容量を超え、
ﾀﾞｳﾝするのを防ぐ為、通話規制がかかるからです。
そんな時、ｽﾏｰﾄﾎﾝで利用できるﾈｯﾄ電話が便利です。
ﾒｰﾙなどのｲﾝﾀｰﾈｯﾄ機能が使えるなら、交換ｼｽﾃﾑを
使用しないﾈｯﾄ電話は、繋がりやすいようですよ。
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沼津経営塾開催日

４月７日（木）市民文化センター 第五会議室 PM7:00より

馬の耳
どんな良い話を聞いても、何も行動しなかった私が「馬」ではな

く「人間」である証明をする為、勉強会等で学んだことをまとめ、
この「馬の耳」を作ることにしました。お世話になっている皆様の
ために、少しでもお役に立てればと思います。

【コップ一杯の水】
皆さんも同じだと思いますが、被災地の映像を見

ているだけで、心が痛み、胸が張り裂けそうになり
ます。
それでも、少し救われるのは、日本人の美しさです。
海外では、日本人のモラルの高さに対する称賛の声
が、あちらこちらで報道されているようです。

一部には、火事場泥棒のように金品を奪ったり、
“悪さ”をするような人がいるという報道もありま
すが、こんなにひどい状況でも暴動も強奪も起こら
ない。少ない商品を前にして、列を作り順番を待つ
姿や、コンビニで棚から落ちてしまった商品をお客
様が棚に戻している姿。冷たいおにぎりを一つ頂い
て「ありがとうございます。」というお年寄り。
計画停電中の交差点でも、譲ってくれてありがとう
のクラクションは聞きますが、乱暴なクラクション
は一切聞きません。
日本人特有の、栄誉を尊び、恥を知り、礼を重んず
る特性、「武士道精神」が、まだまだ存在している
のですね！ あらためて、日本の国民レベルの高さ
を感じました。そして、日本人に生まれて本当に誇
りに思います。

国連のメッセージは「日本は、今まで世界中に援
助をしてきた援助大国。今回は国連が全力で日本を
援助する」 というものでした。国連がそう言って
下さるのですから、私たちも全力でこの日本を立ち
直らせ、再生していかなければなりません。
とはいっても、私のようなものには大きな事は出来
ませんから、小さな事をキッチリやっていくしかあ
りませんね。

正直、自宅の節電など、ちょっとした事を私ひと
りがやったところでたいした役には立たないだろう
と思ってしまいます。もし、私ひとりのコップで
プールを満タンにするとなると途方にくれますし、
まず出来ないでしょう。でも、何十万人、何百万人
の人が、コップ一杯ずつプールに水を入れたら、
プールが満タンになるかもしれません。

そんなコップ一杯の水として、近々、杉井先生の
紹介で被災地の避難所を訪ねてきます。どんな事が
出来るか不安ですが、せっかく勉強して取得した
「笑い療法士」としての知識を活かして、少しでも
お役に立ちたいと思っています。

【当り前のこと】
今回の東日本一帯の大きな地震では、地震そのも

のによる被害はもちろん、津波被害、そして原子力
発電所の事故など、本当に大変な事態になってしま
いました。命を落とされた方々のご冥福をお祈りい
たします。そして、被災された方々に、こころより
お見舞いを申し上げます。

とは言っても、今でも余震が続いているようです
し、原発の問題も終息までには時間がかかりそうで
す。これは、被災地だけの問題ではなく、私たちは
もちろん、日本全土、世界全体で取り組まなければ
ならないような大きな問題です。一日も早い復興を
祈っています。

今回の地震で、私の住んでいる地域は大きな被害
はありませんでしたが、計画停電の地域に入ってい
ます。停電になってみて、これまでは当り前だった
事が、そうではなかった事に気づかされました。

スイッチを押せば灯りが点く。電話をかければつ
ながって、ボタンひとつでお風呂が沸く。そして、
いつも氷や冷たいものは冷蔵庫にあり、冷めた食べ
物もチンすればあたたかくなる。室内もスイッチひ
とつであたたかくなり、ピッと押せば涼しくなる。
テレビだって２４時間見ることが出来て、便座はあ
たたかい。 何も不思議に思わず、まったく当り前
の事でした。水道だってそうですよね。蛇口をひね
れば安心で安全な水が出ました。しかし、本当は当
り前の事なんてひとつもなかったのです！

また、朝起きれば家族がいて、仕事に行けば社員
さんやお客様と会う事ができ、家に帰ればジャック
が吠えて家族が迎えてくれる。これも当り前の事と
思っていましたが、当り前ではないんですね。

私たちは、自分の力だけで誰の力も借りずに生活
でき、“当り前”の世界の中で生きているように
思ってしまいがちですが、本当はさまざまな方にお
世話になり、色々なモノの助けによって生かされて
いるのです。

少しでもお返しするために「ないこと」に対して
文句をいうのではなく、「あること」に感謝し、電
気の使用を控える。募金などでやさしさを被災地の
方に届ける。家族や周りの人、お世話になった方に、
“ありがとう！”を伝える。そんなちょっとしたこ
とから実践していきたいと思います。
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